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                                                サポート・トレッキング・グループ 

                              

  

１．６月９日（月）廃材の丸太縦切り作業 

   廃材丸太（直径12cm 長さ150ｃｍ）１９本を灰が峰公園にて 

   大工のＯ氏の指導を受けながら丸太の縦切に苦闘して、３８本に倍増させた 

                            参加者 ３名 

２．６月２４日（火）灰が峰登山路の巨木の倒木処理 

   一週間に２～３回も登山を続けているＮ氏より「巨木の倒木処理が出来そうにない 

ので頼む」と留守番電話あり。急遽Ｔさんの応援をえて現地へ、いくついでに廃材 

丸太（直径12cm 長さ１．５ｍ）を一緒に担いで、路肩の補強作業を１箇所実施。倒木 

地点は平原からの登山路で、正面登山路と七曲ルートに分かれる地点から七曲ルート 

へ約100ｍ頂上寄り。３本の硬い巨木の倒木処理、切断が途中までできたが巨木の重量 

でチェンソーが巨木に挟まれたままで動かなくなり、大変手間取る。直径３０ｃｍを 

超えるものもあり、３本の切断･撤去に大汗を掻いた。   参加者 ２名 

    

３．７月６日(日) 例会       広島県共同募金の助成事業 

 ところ  灰が峰公園 入り口道路下の三角形の森 

       参加者  男性１８名女性４名 合計２２名  

       整備内容  ①公園入り口近くの三角形の森の整備 木を切ってチップに粉砕 

            （予定は竹の伐採・粉砕でしたが市の要請で竹をやめて樹木に変更） 

②管理棟近くの草刈             ③空き缶 ゴミの回収  

       作業の結果 イ 森の中が暗かったが反対側まで見通せる、明るい森に変身 

             ロ 伐採した木などを粉砕機でチップにして路にしいた 

             ハ 管理棟近くの草刈実施    二 かぶれの木に当り数名が罹った 

             ホ 整備中にマムシに遭遇したのでＯ氏がいとも簡単にいけどりにした 

             へ 大工仕事が専門のＯ氏のチェンソーを駆使して見違えるように 

明るくなった。気持がよい公園整備ができた。 

              写真 

４．次回例会のご案内    当日おさしつかえのあるかたはご一報いただけると幸いです （今回９名）  

 

  と  き  平成２０年８月１０日（日） 午前９時集合 正午終了 豚汁あり 

粉砕機リースのためご都合のつく方は午後３時までお願いします 

集合場所  灰が峰公園 神山峠から栃原方面⒉ km、更に柳迫バス停から灰が峰へ2km 

整備内容  公園整備  竹・木を切って機械で粉砕する 

持ち物   ヘルメット 名札 帽子 腕章 飲み物 タオル 手袋 (弁当) 

 

会 報 サポート・トレッキング・グループ 

整備前 整備後 最後の仕上げ 

生け捕ったマムシ 



 

  集合場所 灰が峰公園 神山峠から栃原方面２ｋｍ、更に柳迫バス停から灰が峰へ２ｋ 

整備内容  公 園 整 備    竹・木を切って機械で粉砕する 

  持ちもの ヘルメット 名札 帽子 腕章 飲み物 タオル 手袋 (弁当) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


